
 

 

 

 

 
 

人権週間の取組 
 
 12月は、全国各地で人権啓発活動が強化されます。本校にお

いても人権週間を設定し、人権についての学びを深めました。 

 例えば、各学級で「ココロ屋」という DVDを視聴しました。

先生にしかられた主人公の前に、心を取り換えてくれる「ココロ

屋」が現れ、・・・。 

 心とは何かを問い、自分の心も相手の心も大切にするというこ

とを考えさせるようなストーリーです。詳しくは、お子様にお尋

ねください。 

 先週金曜日（12日）は、人権集会を行いました。 

 インフルエンザ流行防止のため、オンラインとなりましたが、

低・中・高学年代表の児童が、自分の生活のふり返りや、人権週

間で学んだことを今後の生活にどう生かしていくかなどについ

て、堂々と発表を行ってくれました。すばらしかったです！ 
 
 校長からは、次のようなスライドを使いながら、「人権」や「いじめ」についての話をし

ました。今後も、子どもたちと一緒に、みんなが安心して 

生活できる学級、学年、学校づくりに努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆      ☆ まち☆人☆夢  

 
上長崎小 学校だより 

 
  

令和７年 12月 15日 第 35号   

         発行者 校長 山本 高靖   

～学校教育目標～ 

まちを愛し 人とつながり 夢に向かう 

 国連は、昭和 23年 12月 10日に「世界人権宣言」が採択されるのを記念し、この日を「世界人

権デー」と定め、加盟国などに人権啓発のための行事を実施するように呼びかけています。 

 日本では、世界人権デーを最終日とする１週間（12月 4日～10日）を「人権週間」と定め、全

国各地で人権啓発活動が強化されています。 

 日本にも、いじめや虐待、性被害等のこどもの人権問題、インターネット上の人権侵害、障害

のある人や外国人、アイヌの人々、性的マイノリティ等に対する不当な差別や偏見、同和問題、

ハンセン病問題といった多様な人権問題が依然として存在しています。 

 これらの問題の解決には、私たち一人一人が様々な人権問題を、自分以外の「誰か」のことで

はなく、自分のこととして捉え、互いの人権を尊重し合うことの大切さについて、認識を深める

ことが不可欠と言われています。 


